
平成 22 年度 学校課題計画

１ 研究主題

自ら考え，共に学び合う児童の育成
～思考力・判断力・表現力を高め，活用していく授業の実践～

（第３年次）

２ 研究主題設定の理由

（１）学習指導要領から
新小学校学習指導要領は，改正された教育基本法や学校教育法等の規定にのっ

とり，平成２０年１月の中央教育審議会答申を踏まえ，
① 教育基本法改正等で明確となった教育の理念を踏まえ，「生きる力」を育成

すること
② 知識･技能の習得と思考力･判断力･表現力等の育成のバランスを重視するこ

と
③ 道徳教育や体育などの充実により，豊かな心と健やかな体を育成することを

基本的なねらいとして改訂された。
また，算数科改訂の基本方針として，

① 発達の段階に応じ，算数的活動を一層充実させ，基礎的・基本的な知識･技
能を確実に身に付け，数学的思考力・表現力を育て，学ぶ意欲を高めるように
することをねらいとする。

② 算数の内容の系統性を重視しつつ，学年間や学校段階間で内容の一部を重複
させて，発達や学年の段階に応じた反復（スパイラル）による教育課程を編成
できるようにする。

③ 根拠を明らかにし，筋道を立てて体系的に考えることや，言葉や数，式，図，
表，グラフなどの相互の関連を理解し，それらを適切に用いて問題を解決した
り，自分の考えを分かりやすく説明したり，互いに自分の考えを表現し伝え合
ったりすることなどの指導を充実する。

④ 子どもたちが算数･数学を学ぶ意欲を高めたり，学ぶことの意義や有用性を
実感したりできるようにする。

⑤ 算数的活動・数学的活動を生かした指導を一層充実し，また，言語活動や体
験活動を重視した指導が行われるようにする。

の５項目が示された。
新小学校学習指導要領は，平成２３年度から全面実施となるが，移行措置とし

て算数科では先行実施となっている。

（２）昨年度までの研究から
本校では，平成２０・２１年度の２年間，算数科で「自ら考え，共に学び合う児

童の育成」をテーマにして，学びを高め，活用していく授業の実践について研究を
してきた。

２０年度は，児童が自分の考えを持ち，学び合う中で，自他の考え方の違いや表
現の違い，それぞれのよさを確認しながら，学習を進めるようにはなってきた。し
かし，少人数であるが故の学び合いの難しさが感じられた。また，学習したことを
新たな問題解決の手段としたり日常生活の場面で適用させたりすることができる
「活用する子」の育成までには至らなかった。

昨年度は，一人一人が個々の考えを引き出し，学び合いの場を設定し，算数的活
動・言語活動を充実させる授業の展開により，基礎的・基本的な知識･技能や思考
力・表現力を育て，学習したことを新たな問題解決の手段としたり日常生活の場面
で適用させたりすることができる「活用力」を児童に身につけさせることをねらい
に研究を進めてきた。その結果，ワークシートやヒントカードを工夫することによ
り，児童一人一人の多様な考えを引き出すことができたり，自分と友達の考え方や



表現のしかたの違いやよさを確認しながら学習を進めることができたりと，思考力
や表現力を育成することにつながった。また，算数科の活用力について研修が深め
られ，得た知識や技能を次の学習に生かし，学びの積み上げができるような授業を
実践することができた。

そこで，平成２２年度は，児童が自分の考えを積極的に発表し，自分と友達の考
え方や表現のしかたの違いやよさをしっかりと感じとり，思考力・判断力・表現力
が高まっていくような授業の実践について研究することにした。自分の考えを表現
（発表）したり受け止めたりするには，言語の能力が重要になってくる。言語活動
の充実を図ることは，児童に他者とのかかわりの中で共に生きる自分への自信をも
たせるとともに，確かな学力を身につけさせることになる。言語活動を充実させる
ための方策についても研究していきたい。

また，算数科の活用力についても，得た知識や技能を次の学習に生かし，学びの
積み上げていくだけでなく，日常生活や他の教科にも活用できるような児童の育成
についても研究していきたい。

（３）児童の実態から
平成２１年度教研式ＣＲＴ－Ⅱ検査結果から，算数科について次のようなことが

明らかになった。
① 算数への「関心・意欲・態度」が高い。
②「数学的な考え方」の正答率がやや低い。
③「表現･処理」の正答率が高い。
④ 内容別にみると，「たし算」「分類･表やグラフ」「時刻」「小数の意味，表し

方，計算」「面積」「計算のきまり」の正答率が低い。

これらを踏まえ，本年度も「自ら考え，共に学び合う児童の育成」と主題を設定
し，継続研究を進めていくこととする。

３ 目指す児童像
（１） 基礎･基本を確実に身につけ，意欲的に学習に取り組む子

（２） 学び合いを通して考えを深め，生き生きと表現する子

（３） 算数のよさに気付き，活用する子

４ 研究の仮説
（１） 個々の考えを引き出し，学び合いの場を設定し，算数的活動・言語活動を充実さ

せる授業を展開すれば，基礎的・基本的な知識･技能が確実に身に付き，思考力・
表現力を育て，学ぶ意欲を高めることができるであろう。

（２） 主体的に学び，学んだことを次の算数の学習や他教科，日常生活等で生かすこと
ができれば，活用能力を高めることにつながるであろう。

５ 研究の内容
（１）基礎・基本を確実に身につけ，意欲的に学習に取り組む子の育成

ア 算数的活動の充実
・作業的・体験的活動の充実を図る。
・算数の知識をもとに発展的・応用的に考える活動を展開する。
・考えたことを表現したり、説明したりする活動を取り入れる。

イ 児童が目的意識をもって，主体的に取り組む活動の充実
・児童が意欲的に学習に取り組める教材の開発を図る。

ウ 発展的学習，補充的学習の充実
エ 学習したことの定着を図るためのスキル

・朝自習，家庭学習等を利用して基礎学力の定着を図る。



（２）学び合いを通して考えを深め，生き生きと表現する子の育成
ア 言語活動の充実

・比較や分類，関連付けといった考えるための技法，帰納的な考え方や演繹的な考
え方など、算数的な考え方を身に付ける活動を積極的に取り入れる。

イ 思考力・判断力・表現力の育成
・日常の言語をはじめ，数，式，図，表，グラフなどの表現方法を用いて考えさせ

る。
・自分の考えを説明したり、友達の考えを読んだりする学習活動を充実させる。
・活発に学び合える場を設定し，実態に応じた形態を工夫する。

（ペア・グループ･全体など）

（３）算数のよさに気付き，活用する子
ア 学ぶことの意義や算数の有用性を実感させる工夫

・既習内容を活用できる問題提示を工夫する。
イ より進んだ算数の学習，他教科等の学習，日常生活への活用

・発展的学習を積極的に取り入れる。

６ 研究の流れ

研究主題の検討

↓

算数科における目標及び指導内容の確認
算数科のめざす児童像の検討

↓

算数科での授業の基本的な進め方の検討

↓

〔算数科〕

①基礎基本を確実に身につけ，意欲的に学習に取り組む子
②学び合いを通して考えを深め，生き生きと表現する子
③算数のよさに気付き，活用する子

授業研究会・実践報告会

↓

「成果と課題」の確認

↓

次年度の計画



７ 研究の構想図

＜学校教育目標 ＞

○自ら学ぶかしこい子 ○心あたたかくゆたかな子 ○元気あふれるたくましい子

＜児童の実態＞
「算数科」学習指導要領 平成２１年度教研式ＣＲＴ－Ⅱ検査結果から

＜保護者の願い＞ ① 算数への「関心・意欲・態度」が高い。
小規模校であるため，大勢の人の中で消 ②「数学的な考え方」の正答率がやや低い。

極的になりがちであることから，どんな場 ③「表現･処理」の正答率が高い。
でもしっかりと自己表現できる子どもにな ④ 内容別にみると，「ひき算」「数の意味や
ってほしい。 表し方とその扱い」「時刻と時間」「概

数，概算」「二等辺三角形，直角三角形，
円」などの正答率が低い。

＜教師の願い＞
認め合い励まし合って，一人一人がいき

いきと活動する児童に育ってほしい。自分
の考えや思いが十分に表現でき，学習した
ことを他へ活用できる児童になってほし
い。

≪ 研 究 主 題 ≫
自ら考え，共に学び合う児童の育成

～思考力・判断力・表現力を高め，活用していく授業の実践～

＜目指す児童像＞
○基礎・基本を確実に身につけ，意欲的に学習に取り組む子
○学び合いを通して考えを深め，生き生きと表現する子
○算数のよさに気付き，活用する子

「人権教育」との関連
「いきいき栃木っ子３あい運動」との関連

お互いの「よさ」を認め合ったり，励まし
お互いに教え合ったり，達成できた喜びを感 合い助け合いながら，協力し合うことができ

じたりすることを通して，学びあい，喜びあい るように配慮する。
はげましあう態度を育てる。

算 数 科 の 目 標

算数的活動を通して，数量や図形についての基礎的･基本的な知識及び技能を身に付け，
日常の事象について見通しをもち筋道を立てて考え，表現する能力を育てるとともに，算
数的活動の楽しさや数理的な処理のよさに気付き，進んで生活や学習に活用しようとする
態度を育てる。

低学年の目標 中学年の目標 高学年の目標

○作業的・体験的な活動を通 ○数，量，図形などについて ○数，量，図形などについ
して，数，量，図形などにつ 基礎的な概念や原理を漸次理 て基礎的な概念や原理の理
いての感覚を豊かにし，適切 解し，基礎的な計算などが確 解を深めたり，広げたりす
な判断や能率的な処理ができ 実にできるようにするととも るとともに，いろいろな観
る。 に，見通しをもったり筋道を 点からのまとめができる。
○具体物を用いた活動を通し 立てて考えたりする数学的考 ○数学的考え方や数理的な
て学習し，活動の楽しさに気 え方を育てる。 処理のよさなど算数のよさ
づかせる。 ○日常生活や学習の場におい に気付き，進んで生活に生

て適切に用いることができる かそうとする態度を育てる。
ようにし，算数の有用性に気
づかせる。


